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第８章 計画の推進 

１ 計画の推進体制 

健康づくりは市民一人ひとりが主体的に取り組むことが重要です。 

本計画の推進に当たっては、全庁的な体制による健康づくり活動のほか、医療や介

護に関わる活動、自治会やサークルなどにおける地域活動、保育所、幼稚園、小・中

学校、高等学校、大学などの教育活動、農業、商業、企業などの産業活動などが相互

に連携して、市民の主体的な健康づくりを支える環境を整えていきます。 

 

図 8-1 計画の推進体制 
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２ 計画の進行管理 

本計画の進行管理は「PDCA サイクル」を用いて実施します。計画策定（Plan）後

の推進（Do）では、市民、各主体と本市が協働しながら目標達成に向けて各種取組を

推進し、評価（Check）は「坂戸市健康なまちづくり審議会・坂戸市健康なまちづく

り計画庁内策定・推進会議」において行い、本市が主体となって改善（Action）して

いきます。 

 

図 8-2 計画の進行管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）「坂戸市健康なまちづくり審議会」 

学識経験者、医療・教育関係者、関係団体の代表及び公募に応じた市民などか

ら構成されており、本計画の策定及び推進に必要な事項について調査及び審議を

行います。 

 

（２）「坂戸市健康なまちづくり計画庁内策定・推進会議」 

庁内の関係各課職員から構成された健康なまちづくり計画庁内策定推進会議を

設置し、本計画の策定に当たって必要な事項の検討を行いました。

坂戸市
健康なまちづくり計画

推進（Do）

目標達成に向けて各種取組
を推進します。

改善（Action）

評価に基づき、計画の改善
を行います。

評価（Check）

取組状況と達成状況を
把握し、評価を行います。

計画策定（Plan）

目標を設定して、実現する
ための計画を立てます。


